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　アイヌ語で樹木は
「ニ」niまたは、「チクニ」
cikuni、「チクンニ」（チ
クニの異称）ともいい
ます。そして、アイヌ
の人々は、樹木を、シ
リコロカムイ（シリsir－
大地　コロkor－を掌握
する　カムイkamuy－
神＝大地の神）の髪の毛と考えていました。これは、
上部に雪をいただいた山が帽子をかぶっているように
見えるところからの発想で、アイヌの人々が自然を、
生きている存在として認識していたことがよくわかり
ます。アイヌの人々は、人間はシリコロカムイの庭の一
部を借地して住まわせてもらっていると考えたため、
家を建てるときも、まず、建ててよいかどうかについ
て大地の女神にお伺いをたてる神事を行い、駄目なら
ば夢で何らかのお告げを受けるか、夢を見なければ建
てても大丈夫と判断しました。住居だけでなく、狩猟
や漁猟に使うために山中や海辺に建てる仮小屋につい
ても、逐一神様にお伺いをたててから建てたというこ
とです。建物の建築には、木材が必要ですが、樹を切
り倒す場合にも、もちろん、樹の神シランパカムイに
使用目的を説明して了承をいただくべくお伺いをたて
ます。このような手順をふまず、伐採対象となる樹が
切られたくないように感じても構わずに切ると、人間
の方に倒れてきて怪我をし、場合によっては事故死が
起きるということもありました。大木を伐採したとき
には、切り株の皮を少し削ぎ、そこへ若枝を接ぎ木し
て紐

ひも

で結び、御
ご

幣
へい

をたて、樹の再生を助ける方法も講
じていました。何より大切だったのは、山から無事に
戻ることであり、そのための教訓は、アイヌ語で、キム
オチパシクマ（キムkim－山 オo－で チci－我々の パシ
クマpaskuma－教訓）です。

　樹木は神と人間との
仲介をする存在でもあ
りました。樹木がシリ
コロカムイの頭に直結
している髪の毛である
ならば、髪の毛を通し
て神に願いを届けられ
るだろうと考えるのは
自然な気がします。ま

た、雷はよく高い木に落ちるので、神は樹に降下する、
樹木は神の依

より

代
しろ

であるという考えもあります。アイヌ
の神事に欠かせない樹の枝を削ったイナウも、神道の
玉串にも共通した発想であり、同様の風習は世界中に
あるとのことです。
　さらに、木に祈って病気を直してもらうこともあっ
たといいます。そのときに唱える呪文は、クルコトゥナ
シノウウェポタラ（クルkur－魔　コko－に　トゥナシ
ノtunasno－早く　ウウェポタラuwepotara－心配する）
です。木は巨木が最適で、病人を木にもたれさせて病
気を吸い取ってもらうという方法が取られました。た
だし、病気治癒を祈る人は、樹の神が資格ありと認め
た人に限られ、認められない人が祈っても病気は治ら
ず、かえって祈った人が病気になってしまうそうです。
ですから、この方法を安易に試すのはお勧めできませ
ん。確かに、庭の木が枯れるなど異変がおきると、そ
の家の人が病気になったとか亡くなったとかいう話は
時々耳にします。
　このようなことから、アイヌ文化の特質としていわ
れる「自然との共生」は、アイヌの人々が生活のなか
で自然を大切にしていたというだけでなく、自然も人
間を助けたり、守っていた互助関係であったのだと思
い至りました。
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